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スマートメーターを導入している海外の事業体は，2018年12月時点で，アメリカのニュー

ヨーク，カナダのトロント，イギリスのマンチェスター，イギリスのロンドン及びテムズ

バレー，フランスのパリ，アメリカのワシントン，カナダのサスカトゥーン市など10事業

体である。14）

日本において，スマートメーターを導入することにより実証実験を行う自治体が，増え

ている。上記の図３は，日本全国の実証実験・実運用に関する一覧である。

これらの実証実験・実運用に関しては，近年，導入事例が各事業体で増えており，その

数は合計で約95自治体（実運用は18件，残りは実験）に上るが，その中でも，とくに先進

的な取り組みを行っている，また行う予定の事業体がいくつか見られる。たとえば，湖西

市は，スマートメーター導入により電力，ガスとの共同検診を行うことで，社会的な見守

りサービスを行うことに加え，さらには，ピークロード料金の導入を行って，利用者の需

要行動の変化を測定しようと試みている。また，吹田市においても，スマートメーター導

入により時間帯別料金の導入による消費者の行動の変化について，実証実験を行う計画を

立てている。

以下は，各事業体において，季節別料金の実証実験の計画があると想定した場合，その

可能性の高い事業体（吹田市，湖西市，高松市，東京都，横浜市）に関して，筆者が想定

する実験計画ノートである。

図３．国内のスマート水道メーター実証実験・実運用マップ
出所：水道技術研究センター主催 New-Smartプロジェクト会議（2024年３月）提供資料から抜粋。

＊緑色表示の記載は，新たに追加となった事業体
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（1）　 夏季に渇水が想定される事業体（吹田市，湖西市，高松市，東京都，横浜市）の料

金と使用水量（0.01m3＝100㎖）

　①吹田市

　・一人一日平均配水量　　　2015年　314ℓ 1ℓ＝1000㎖＝1000㎝3＝0.001ｍ3

 1ｍ3＝1000000㎝3

 314000㎝3＝0.314m3

　・平均有収水量
　　年間有収水量　39865055m3÷12ヶ月÷367025人（給水人口）
　　　　　　　　　　＝9.05139409m3／人／月＝9051.39409ℓ／人／月
　・料金　20㎜口径　　基本料金　2178円　基本水量　

　②湖西市
　・一人一日平均配水量　　　2019年　0.27m3

　・平均有収水量
　　有収水量 /月　　1832000m3＋303m3＝1832303m3　　　水洗化人口　21306人
　　　　　　　　　　1832303÷21306＝85.999…＝86m3

　・料金　20㎜口径　　基本料金4180円　基本水量　16m3

　　料金　13㎜口径　　基本料金2200円　基本水量　16m3

湖西市については，以下のような時間帯別の料金を設定した実証実験をすでに開始して

いる。令和５年に，知波田・入出地区の1890戸の世帯を対象に，６月16日から10月15日ま

で実証実験を実施した。結果として，アンケート及び配水量データより，時間帯別料金に

よる使用者への影響（使用時間帯の意識，行動の変化）があり，配水量への影響（安い時

間帯の使用量の増加，高

い時間帯の使用量の減少）

があった可能性がある，

また，実証実験期間中，

５時台においては特に配

水量割合が増加しており，

この時間帯での使用行動

の変化が促された可能性

がある，との報告がなさ

れている15）。
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　③高松市

　・料金　20㎜口径　　基本料金4000円

　④東京都

　・一日平均使用水量　4,123,000m3（2020年）÷13,944,000人（給水人口）

　　　　　　　　　　　　＝0.29568273m3

　　　　　　　　　　　0.29568273×60＝17.7409638m3

　・料金　20㎜口径　　基本料金1230円　基本水量　10m3

　　料金　13㎜口径　　基本料金920円　基本水量5m3（平成17年（2005年）改定）

　　料金　20㎜口径　　基本料金1170円　基本水量5m3（平成17年（2005年）改定）

　・水源の渇水期………過去の平均値のデータによると，７月から９月。

　　　　　　　　　　　 平年の平均値でみると54％（３億 m3）から45％（2.5億 m3）

の間。

たとえば，以下のように，水源の渇水程度に従って，料金をアップさせる方法が考えら

れる。東京都の場合，基本水量が５m3～10m3であるため，その前後の範囲で，使用水量

が決まった場合，渇水度（％）に応じて追加料金を以下のように設定することができる。

80％ 75％ 70％ 65％ 60％ 55％ 50％ 45％

2m3 0 0 0 0 0 0 0 0

4m3 0 0 0 0 0 0 0 ＋60

6m3 0 0 0 0 0 0 ＋60 ＋70

8m3 0 0 0 0 0 ＋60 ＋70 ＋80

10m3 0 0 0 0 ＋60円 ＋70 ＋80 ＋90

12m3 0 0 0 ＋60円 ＋70 ＋80 ＋90 ＋100

14m3 0 0 ＋60円 ＋70 ＋80 ＋90 ＋100 ＋110

16m3 0 ＋60円 ＋70 ＋80 ＋90 ＋100 ＋110 ＋120

また，１日の平均使用水量がおよそ0.30m3であることから，その前後0.25～0.35ｍ3の場

合に，渇水度に応じて，以下のように追加料金を設定することを計画することができる。

　　　　　0.01m3＝100㎖
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80％ 75％ 70％ 65％ 60％ 55％ 50％ 45％

0.25 0 0 0 0 0 0 0 ＋5

0.26 0 0 0 0 0 0 ＋5 ＋10

0.27 0 0 0 0 0 ＋5 ＋10 ＋15

0.28 0 0 0 0 ＋5 ＋10 ＋15 ＋20

0.29 0 0 0 ＋5 ＋10 ＋15 ＋20 ＋25

0.30 0 0 ＋5円 ＋10 ＋15 ＋20 ＋25 ＋30

0.31 0 ＋5円 ＋10 ＋15 ＋20 ＋25 ＋30 ＋35

0.32 ＋5円 ＋10 ＋15 ＋20 ＋25 ＋30 ＋35 ＋40

0.33 ＋10 ＋15 ＋20 ＋25 ＋30 ＋35 ＋40 ＋45

0.34 ＋15 ＋20 ＋25 ＋30 ＋35 ＋40 ＋45 ＋50

0.35 ＋20 ＋25 ＋30 ＋35 ＋40 ＋45 ＋50 ＋55

　⑤横浜市

　・一日平均使用水量　1,136,938 m3（2020年）÷3,776,102人（給水人口）

　　　　　　　　　　　　＝0.30108774m3

　　　　　　　　　　　1,136,938 m3（2020年）÷1,907,706（給水戸数）＝0.59597129m3

　・料金　20㎜口径　基本料金　845円　基本水量なし（令和３年（2021年）７月改定）

（2）時間帯別料金の導入に関する実験計画メモ

前章の（２）で，サーベイしたMarzano, R., Rouge, C., et al.（2020）のシャワーの水量

を節約させる手法が参考になる。前節の「図１．シャワー時間削減に応じた払い戻し金額

の関数」でみたように，Marzano, R., Rouge, C., et al.（2020）では，シャワータイムの短縮

にともない，払い戻される金額についてグラフで表されていた。この方法を踏襲して，シ

ャワータイムの削減時間と払い戻し金額の関数を作成し，実験に採用する方法が考えられ

る。Marzano, R., Rouge, C., et al.（2020）にあるように，シャワータイムを採用する理由

は，水の使用量が，ほかの用途に比べて多いこと，継続的な使用が見込まれること，使用

量が多いため，料金設定などにより，削減する可能性が見込まれることなどをあげること

ができる。

そのほか，時間帯別料金については，早朝と帰宅直後の夕方，夕食時間帯の使用量が多

くなっていることが予測できるので，この時間帯の料金を高めに設定し，生活行動時間外

の深夜などの料金を低く設定するなどの，電気料金でも採用されるオーソドックスな方法

が考えられる。
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５．まとめ

本論では，まず，海外の水道事業におけるダイナミック・プライシングの適用状況につ

いて論文のサーベイを行った。多くの渇水に悩む国々での実証実験，実運用が多く見ら

れ，ピークロードプライシングというよりも，scarcity pricingという手法を採用している

こと，また一定の効果をあげていることが分かった。

他国と比べて，比較的，水が潤沢な日本においても，四国地方などの一部の地域を中心

に空梅雨や日照りの天候が続くことが，年によっては見られ，取水制限や節水制限が実施

されることがある。その際，季節別料金制度を導入することで事態を克服することができ

る可能性があるのではないかと考えられる。

サーベイにより，電力の手法を参考に，その分析方法は複数考えられるため，水道事業

にも手法が適用された事例が多く見られた。

今後は，実際に，各自治体とのタッグを組み，日本の状況にあった実験計画を適用する

ことで，実証実験・実運用の実施につなげていきたい。

＊ 本稿は，基盤研究（B）（2 3 K 2 8 2 9 3）「水資源量に応じたフレキシブルな水需要マネ

ジメントによる水道 DXの推進」の一環から助成を受けている。記して感謝の意を表す。

註）
１）需要量のピークの時間帯，季節に，高い料金を設定し，需要量の低い時間帯，季節に，
低い料金を設定することで，利用者の需要行動の変化を通じて，需要量の平準化を実現す
るための料金制度。
２）ナッジとは，「肘で軽く突く」という意味で，選択を禁じることも強制することもせず，
また報酬を与えることもなく，人間の行動をより良い方向へ促す仕掛けや手法のこと。
３）需要量に応じて，料金の設定を行ったり，利用者の需要の削減に金銭的なご褒美を与え
ることにより，利用者の需要行動に変化を起こす手法。
４）“scarcity”とは，“渇水”を意味する単語で，貯水池，井戸などの水量の変化に伴って，
料金を変化させることにより，水需要の平準化を狙う手法。

５）効用ロジスティックモデルとは，利用者の効用最大化を前提に，アンケート結果から集
計したデータを使って，分析するモデルである。
６）System Dynamics Modellingとは，個々の特性等の詳細情報を無視し，複雑なシステムを
生成する非常に抽象度が高いモデリング方法。
７）依田他（2017）「第１章 スマートグリッドの経済学」によると，「この料金制度は，季節
ごとであったり，日中と夜間等の時間帯のブロックごとに異なる料金水準をあらかじめ設
定する。」とある。
８）Agent-based modllingの略。人口的な環境で人間の行動とお互いの，あるいは世界と個人
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のダイナミックな相互作用の複雑性を捉え，表すことができる方法で，公共政策の目的に
有効なモデルとされている。
９）依田他（2017）によると，ランダム化比較試験，無作為比較試験とも呼ばれたりするこ
ともあり，RCTの特徴は，コントロール・グループ（トリートメントの介入を受けないグ
ループ）とトリートメント・グループ（トリートメントの介入が受けるグループ）に分け
ることである。
10）水の希少性が段階的に複数，設定されている方法。
11）依田他（2017）によると，「トリートメント・グループのトリートメントを受ける前後の
差，コントロール・グループの同じ期間の前後の差，さらに，その両方「差の差」をとれ
ば，サイコロのいたずらの影響は大幅に除去することができる」，と説明されている。ここ
でいう“サイコロのいたずら”とは，グループを割り当てるときにサイコロを振っても完
璧に属性が均等になるとは限らない，ことを意味している。

12）トービットモデルは，被説明変数がある限られた範囲しか取らない状況，あるいはなん
らかの条件にあてはまったとき，データが観測できないときに，用いられる。
13）JWRC（2016）参照。
14）JWRC水道の国際比較に関する研究委員会編（2019）参照。
15）湖西市水道課ホームページ

https://www.city.kosai.shizuoka.jp/soshikiichiran/suidoka/1_1/suidosmartmeter/13292.html

参照。
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